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第２学年 生活科学習指導案

１ 単元名 「かぼちゃ 大好き」

２ 目 標

○ 進んで野菜を育て，野菜の成長に関心を持ったり，収穫の喜びを味わったりしなが

ら，植物を大切にしようとする。

○ 友達や身近な人と積極的に関わり，感謝の気持ちを表現する方法を工夫し，自分の

思いを相手に伝えることができる。

○ 自分のできるようになったことや頑張ったことを振り返り，自分の成長に気付くこ

とができる。

３ 活動にあたって

このような子どもだから このような活動で

○ 本学級の子ども達は，１年生でアサ ○ 本単元は，栽培活動を通して，野菜

ガオを，２年生では５種類の夏野菜の を育てることに関心を持ったり，成長

中から１つを選び，栽培した経験があ や収穫の喜びを感じたりしながら，植

る。その中で，毎日の水やりや観察日 物を大切にする態度を育てていく。

記を通して，植物が日々成長している ○ 校内には，自分達の他にも，栄養教

事に気付いたり，花が咲いたり実にな 諭や地域の方などいろいろな人が野菜

ったりする喜びを感じている。 を育てていることを知り，野菜の育て

○ 子ども達は，１年生との学校探検や 方や作っている人の願いを聞く。

夏野菜の栽培活動で，見つけたことや ○ 自分の栽培活動を振り返り，教えて

分かったこと・思ったことなどを絵や もらった感謝や親しみの気持ちを相手

文に表し，発表も好んでしている。 に伝える方法を自分達で考えたり，選

また，校区探検で自分が行きたい公園 んだりしながら「自分でできることを

や質問したい店を選んで，インタビュ 最後までやっていこう」という意欲を

ーをし，その結果を友達と伝え合って もって取り組んでいく。このように，

きている。 子ども達が栽培活動を通して，地域の

○ 子ども達は，学校生活の中で 「縦 人や身近な人との関わりから再発見を，

割り掃除」や集会活動などを通して， したり，自分でできることが増えたり

お世話してくれる上級生がおり，自分 する活動は，生きる力を持った子ども

達も１年生のお世話ができる喜びを感 達を育てていく上で価値ある学習であ

じている また 登校時に地域の方が ると考える。。 ， ，

挨拶運動をしたり，餅つき会の時にお

世話をしてくれたりして，大切にされ

ていることに気付いている。
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このような支援を

○ 単元に入る前に，地域の○○さんや本校職員の栄養教諭が育てているかぼちゃの成

長の様子を写真に撮って掲示したり，実際に観察したりするとともに，詩やクイズ・

絵本の読み聞かせ等を取り入れ，子ども達の意識が，野菜の栽培や野菜の成長の様子

に向くようにしておく。また，保護者の方にも学級通信や懇談会等で学習の趣旨を事

前に知らせ，協力のお願いをしておく。

○ 「これ な～に？ 「何の野菜？」のクイズや詩の紹介等を取り入れ，実物を触っ」

たり，どんな野菜の詩なのかイメージできるものを掲示しておく。

○ クラスで作る「かぼちゃ事典」では，分かったこと等を随時，カードに書いて貼れ

るように用意をしておく。また，学習を進める中で子ども達から完成した物が１年生

， 。や他学年にも紹介したいとの要望があれば 応えられるように事前の用意をしておく

○ 栄養教諭や地域の方に，かぼちゃの栄養や保存法・学校給食メニューについて話し

てもらったり，育てるときに気を付けたことや「２年生の子ども達のために作って食

」 ， 。べてもらいたい という願いなどを話してもらったりするよう 事前に打ち合わせる

○ 「かぼちゃパーティー」で感謝や親しみの気持ちを伝える表現方法を話し合う場を

設定し，自分達が学んだことを発表させる。表現方法は，詩の群読・歌の合唱・紙芝

居など多様な方法を紹介し，選べるようにする。そして，友達と協力したり，活動を

分担したりしながらパーティーを成功させ，達成感や満足感を味わわせられるように

していく。

○ 振り返りの活動では，自分ができるようになったことや頑張ったことなど活動を見

つめ直していく。また，活動後も冬野菜を育て，栽培活動に継続して取り組もうとす

る意欲付けを図っていく。

４ 活動計画（全１３時間）

時 活動内容と予想される子どもの姿 主な教師の支援 めざす子どもの姿

○かぼちゃと出合う

で ① （１ 「これ な～に？」で箱の中にあ ○かぼちゃや夏野菜 ※夏野菜やかぼち）

る野菜を触って，野菜に関心を持 の実や葉などを触 ゃの様子から，

つ。 らせたり，長さを 詩や歌・クイズ

（２ 「何の野菜？」で題名や言葉を 測らせたりする。 に楽しく取り組）

あ 隠した詩から野菜の名前を考える んでいる。。

（３） ○１学期に植えた野かぼちゃのお世話をして，育てて

菜やかぼちゃの詩くれたのは地域の「野菜作り名人」

や歌を準備する。の八尋さんであることを伝える。

（４）かぼちゃの詩や歌を味わう。

う ① （１）栄養教諭が育てているかぼちゃ ○夏野菜の観察の経 ※かぼちゃの実や

② を観察する。 験を生かして，か ○○さんとの出

（２）野菜作り名人の○○さんと出会 ぼちゃの観察をさ 会いからかぼち

。い，かぼちゃを観察して分かった せる。 ゃに関心を持つ

ことや思ったことを知らせる。
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○大きな紙にかぼち ※自分で観察した○かぼちゃについて知る。

② （１）観察したことやかぼちゃをもと ゃを描かせ 「か かぼちゃの様子，

に，クラスで「かぼちゃ事典」を ぼちゃ事典」を作 や分かったこと

作る。 っていくように伝 を友達や相手に

・手で紙をちぎって える。 伝わる内容に書

つ ・手で色を塗って き表すことがで

・手で紙を丸めたり，つなげたり ○ 形式でかぼち きる。TT

① （２ 「かぼちゃ物知り博士」栄養教 ゃの栄養や保存の）

諭からかぼちゃのことを聞く。 仕方などを説明す

【栄養・歴史・料理法など】 る。

・わかったことを大きなかぼちゃ

か の周りにカードで貼っていく。 ※野菜を育てる願

① （３ 「野菜作り名人の○○さん」に いを感じること）

育て方などについて話を聞く。 ができる。

課 ※ かぼちゃの料理の仕方やかぼち ○「かぼちゃ紹介コ

」 ，外 ゃを使った行事，おもちゃなどを ーナー を設置し

む 本で調べたり，お家の人に聞いた 課外で調べたり，

⑤ りしてまとめていく。 作ったりしたもの

を展示する。

① （４）かぼちゃのことを学習してわか ○学習内容を振り返 ※わかったことや

ったことや，収穫したかぼちゃで り，今後の活動を 今後どのような

どうしたいか話し合う。 どのようにしてい ことに取り組み

くのか意見を出さ たいのか考える

せる。 ことができる。

○かぼちゃを使った活動をする。

① （１）かぼちゃパーティーをする計画

ひ を立てる。

○○さんなどによろこんでもらえ ○パーティーは感謝

ろ るかぼちゃパーティーをしよう。 や親しみを伝える

会であることを意 ※自分でできる内

・いつ（何月何日 ，何時間使うか 識させ，どんな企 容を考え，その）

げ ・誰を呼び，どんな内容にするか 画にするのか考え 内容を決めるこ

・どのグループに入るか させる。 とができる。

・パーティーの進め方

る ・場の作り方や係分担

・どの料理を作るか
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⑥ （２）かぼちゃパーティーの準備をす ○パーティーに必要 ※伝えたいことが①

る。 な物を準備させた 相手に伝わるよ本

・グループに分かれて，出し物 り，出し物の練習 うに自分なりの時

の用意や練習をする。 をさせたりする。 表現方法を工夫

・会場に飾る物を作る。 している。

※グループの準備を交流する。

② （３）かぼちゃ料理を作る。 ○事前に保護者に協 ※安全に気を付け

・お家の人といっしょに作る 力依頼をする。 て，取り組むこ

・○○さんや栄養教諭と試食する とができる。

○グループで安全に

かぼちゃ料理を作

らせる。

① （４）かぼちゃパーティーをする。 ○感謝の気持ちが伝 ※聞いている人に

，・かぼちゃ事典を紹介する。 わるように，練習 聞こえるように

・感謝の手紙を読む。 したことを生かす 恥ずかしがらず

・かぼちゃの詩を群読する。 ように声かけをす に発表すること

・かぼちゃの歌を合唱する。 る。 ができる。

① （５）活動の振り返りを行い，自分の ○自分の活動を振り ※自分の取り組み

がんばりやできるようになったこ 返り，自分の成長 を見つめること

とに気付く。 に気付かせてい ができる。

く。
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５ 本 時（９／１３時） 平成○○年○月○日（○）第２学年○組教室にて

６ 本時の目標

○ 進んでかぼちゃパーティーの準備に取り組んでいる。

○ 自分ができることを考え，友達と協力して活動を進めることができる。

７ 本時指導の考え方

○ 本学級の子ども達は，これまでにＧＴとの出会いを通して，野菜を栽培する願い

を知ることができた。また，かぼちゃの栄養や給食での利用，かぼちゃの観察など

を通して クラス全体で かぼちゃ事典 を作ってきた その中で 子ども達は も， 「 」 。 ， 「

っとＧＴといっしょに学習をしたい 「かぼちゃ料理を作りたい 「かぼちゃパー」 」

ティーをしたい」等の意欲や願いを持つようになってきている。

前時は，子ども達が話し合って 「感謝の気持ちを伝えるかぼちゃパーティーを，

しよう」と決め，各グループに分かれて，準備に取り組むことになった。それを受

けて，パーティーのプログラムや係分担・場作りの工夫等について話し合わせ，か

ぼちゃパーティへの意欲を高めていきたい。

本時は，パーティーの準備に進んで取り組み，自分ができることを友達と協力し

て進めていくことをねらいとしている。

まず，○○さんなどパーティーに呼びたい方に喜んでもらうにはどんな発表をす

ればよいかを話し合い，グループに分かれて，練習に取り組ませていく。練習する

①○○さんに自分達の感謝の気持ちを伝えたい②○○さんに聞こえるよ時には，

の２点を意識させていく。また，グループによっうに大きな声ではっきりと言おう

ては，製作に取り組むことも予想される。そのグループには，読みやすいように，

いくとよいことを声かけしていく。そし①丁寧に大きな字ではっきりと書き表して

， ， ，て 教師は 活動中に巡回しながらグループや各自の協力や工夫などいいところを

賞賛していく。

また，全体で交流する場では，他のグループに紹介しながら，上手な発表の仕方

を友達と確認したり，見直しをしたりする時間を設け，発表に向けての意欲を高め

ていきたい。

※子ども達がパーティーに紹介したい方々

○○さん（地域の方） ○○先生（栄養教諭） 校長先生

教頭先生 ○○先生（学生サポーター）

※かぼちゃパーティーで取り組みたい内容（グループ別）

・かぼちゃ事典の紹介 ・歌を歌う（全体） ・詩の群読（全体）

・○×クイズ ・かぼちゃ運び ・かぼちゃつり

・かぼちゃシルエットゲーム

８ 準備する物

（教 師） 今までの学習で使った表現物，用意に必要な具体物など

（子ども） 筆記用具
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９ 本時の展開

主 な 学 習 活 動 主 な 教 師 の 支 援

１ 本時の学習のめあてをつかむ。

○○さんたちによろこんでもらえるかぼ ○パーティの準備別のグルー

， 。ちゃパーティーのよういをしよう。 プに分かれて 着席させる

２ 喜んでもらうには，どんな発表をするとよいか話 ○前時に話し合いで，決まっ

し合う。 た内容を掲示しておく。

※予想される内容 ＊笑顔で

☆大きな声ではっきりと ＊声をそろえて

☆顔を見ながら ＊ふざけないで ○飾り物を製作できるよう，

☆みんなでお礼を言おう ＊高く持つ 必要な物を準備しておく。

＊☆飾り物を作ってきれいに飾ろう 等

， ，☆・・クラスのみんなでいっしょにしよう！！ ○教師は 各グループを回り

発表の仕方のよいところや＊・・グループで話し合って，準備や練習をしよう！

工夫しているところを賞賛

３ かぼちゃパーティーの準備に取り組む。 したり，アドバイスしたり

（１）全体で詩の朗読の練習 していく。

（２）グループに分かれて準備に取り組む。

※予想される活動例

・かぼちゃ事典の紹介グループ ・手紙を書く

・クイズを考えるグループ ・道具を作る 等 ○上手な発表の仕方のポイン

トを提示し，いつでも振り

じょうずな発表の仕方 返りができるように掲示し

①○○さんに思いが伝わるように ておく。

②大きな声ではっきりと

４ グループの準備を交流する。

◎発表の仕方

わたしたちのグループは，○○さんが， ○グループ毎に準備の成果を

よろこんでくれるように( )を 発表させることで，上手な

くふうしました。見てください。 発表の仕方の確認させる。

・発表の仕方でいいところを見つける。

・発表したグループにアドバイスを伝える。 ○アドバイスの内容は，他の

グループにも当てはまるこ

５ 本時の活動を振り返る。 とを確認していく。

今日の学習でがんばったことやうまくできたこと ○ かぼちゃパーティーへの意欲○

を高め，準備をきちんと終わら○今日の学習で役に立ったこと

せて本番を迎えることを伝え○この次にがんばりたいこと
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る。

かぼちゃパーティのプログラム（前時までに最終決定したもの）

① 始めの言葉

② かぼちゃ事典の紹介

③ 詩の朗読（クラス全体）

④ かぼちゃ運びゲーム

⑤ かぼちゃの歌を歌う（クラス全体）

⑥ かぼちゃつりゲーム

⑦ ○×ゲーム

⑧ シルエットゲーム

⑨ お手紙を読む

⑩ 終わりの言葉

司会進行・・・・・

始めの言葉・・・・

終わりの言葉・・・

本時の座席配置図（グループ毎に）

（廊下）前 面 黒 板

かぼちゃ釣り かぼちゃ辞典シルエットゲーム

グループ グループ 紹介グループ

（４人） （４人） （５人） か

ぼ

ち

ゃ

○×クイズ かぼちゃ運び お手紙を読む 事

グループ グループ グループ 典

（５人） （４人） （５人）


